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藉
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兩
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；
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％
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；
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.
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⑩
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す
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が
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條
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猶
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.
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る
部
分
が.少

け

粮

ぱ.ゆ

ぃ

殺
0

.

^
ね
残
ぶ
.：差
滅
料 

大V

な
る
.譯
で
.あ
ふ
.,か
.も
前
者.
0
,
.
タ̂
を
望
む
.は
勿
論 

で
わ
る
が
？
湯

合
：；

^

よ

つ

て

：
ね

其

：の

'差

：額

.
の

大

部

分

を
 

地
主
に‘與
.ふ
る
'ミ

も
猶
ほ
借
地
入
俗
損
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⑥
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損
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わ
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右
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だ
：ど.
*れ
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ざ
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ざ
る
も
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又

自
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有
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利

用

せ

す

し

て
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人
じ
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ず
る
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受
く
べ
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も
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辕
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.
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靈
さ
に
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生
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要
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醜
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業
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潤
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意

味
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又
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S
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し
た
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合
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於
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得
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き

利

潤
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こ
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で‘其
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な
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潤
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る

の

ホ

あ 
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の
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す
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§
る

利

潤
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量

め
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於
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ベ 
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ぁ
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の
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就
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潤
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み
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.
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滴
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i
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潤
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代
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1
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な
る
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價
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損
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潤
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右
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損
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で
な
い
か
ら
で
あ
か
0
故
に
同T

の
± 

地
を
利
用
し
.

V" 
S

額
の
生
産
物
を
孤
得
る

i
す 

る
も
、
猶
ほ
.且
ー'
^
^
.
人

じ

ょ

，力
て

此
の
費
用
ど
異
に
す
る 

ざ
い
ふ
關
係
か
ら
し
一

V"

.
該
地
：に
對
す
る
'
® 

ii

相
道 

を
来
す
の
で
あ
を
プ
.
.ペ
ペ
'

:
:
.
次
ぽ
同
つT

の
一
士
地
參
ぱ
0
一'
の

肖

を

以

て

利

用

す

ャ

そ

ぅ
§

ぃ
，
"お
地
0

利
M

營

の

人

ど

異

に

ら
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l{ jy
け !

ょ》I

筋
十
卷‘ 

$
.
®
o
.

)

.

離

錄

：

地
：

代
..

癖

論

又

同.f 

0人
P
M利
用
方
法
を
異
も
ほ
從
タ
て
生
パ 

盧
瓶
に
.
Mー
歡
あ
.を
V
:
;
土
地
ぱ
，其
め
用
癒
甚
だ
廣
ぎ
も 

の
：，で
*
ジ
，'
1を
農
業
用
ね供

.
^
:
#

し
て
，豊
度
を
，
 

利
.用
す
き

も

あ
れ
ぱ
建
築
用
地M

&

 

主
も
し 

で
位
®
を
利
用
す
る
も
あ
る
'
V又
：見
方
を
換
へ
で 

云〈

，ぱ
生
®
上
に
.利
用
す
な
'こ
も
も
あ
.れ
ぱ
消
®
用
一
い 

供
す
^
^
?
こ
-
も̂

も

：
る
、
，

.：
同

じ

も

，
生
§

に

利

用

す

る

：
に 

し

て

も

農

，業

巧

に

-
供̂
し
，
得

れ

ぱ

商

業

上

工

業

上

に

も

，.
 

禾

片

し

を

へ

、
ズ

：
，
，

.同
く
農
業
用
に
.供
す
る
，-

\J
し
て
も 

米
の
栽
培
！

2̂

も
黎
の
栽
培
も
果
樹
。，
摩
系
の
栽
培
に 

も
供
じ
§

れ
る.Ĝ:

で
あ
.
.；̂,がC;

之

を

鹿

業

〈

場

,
^
み
 

V?

ね
微
て
云
£

も
グC

, 
 ̂

へ
.
る

が

如

く
 

七
地
豊
度
は
絕
對
的
な
も
の
で
：
は
な
ぐ
て
作 

物
の
如
何
に
ふ
つP

提
^
:
; ̂
S

ゎ
の

P

あ
る
；
へ
栽
培
す
る 

物
が
深
取
の
も
の
だ
もi
濃

.ゆ

.
の̂
‘ね

に

1̂
:

て 

同1

ゆ
上
地
ち1 」

に
掛
ポ
は
肥
な

.るものとなレ

.
 

他
に
對
し

^
取せね，レの

-
^
3
が

.をみ

'で，わ

0
.
で
，
’
：
.
P 

廣
化

に
適する

-ま
版
.必
中

'
し
も
t

.掛

：’
の

栽

培

に

適

.
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四

號

ニ

！
ガ

す

る

も

：の

ホ
'
Sな
い
か
ぜ
.

0

ホ
同
；

投
&
,ホ
も
-
 

±
地
、
の
，
.利
集

#ゆ
：-:̂

一

，ぎ
；5|:,̂

,

が
織
ふ
-
,,
殊
に
：I 

等
の
生
産
物
ゆ
そ
：れ

別

個g

代
慎
を
有
す
を
：が
故
.
 

に
金
に
見
積
.つ
‘
：，
た

生

産

額

の

上

に

は

更

に

多

大

の

相

填
 

を来す譯

.である？同
ム
ル
お
や
つ
て
も
银

i

斯
：

§
: 

通
り
であ

：，,

況
ん
や
耕
作
者
もg

人
が
暴
に
す
る
ほ 

至

ろ

者

め

揉

能

お

靠

じ

ホ

る

，か
：

て
，同
ニ
の 

士
地
.に
屑1

の
費
用
を
か
け
て
も
糧
々

の
！-!

ま
を
加
へ
，
 

て
有
效
に
使
用
ま
殺
-
^
否
じ
ぉ
ク
で
生
産
額
の
上
ほ 

0

の
，■
連
な
き
.
^
.
得
な;̂§

ぜ

あ
'も
。
風
こ
又
之
を 

便
®
-の
戰

見

‘ 

P,

も
同
樣
ず
>
,
,
同

' 

j

'の
4
-
^
1
'
-
^

、で
，ね 

慎
®
赢
の
原
料
品
や
生
産
物
：を
多
廣
は.収
挪
お
者
に
.M
i
 

つ
'て
ま

織

の

滅

齋

撒

に

#
滅
ぉ
浓
し
☆
敏 

收

®
の
上
に
多
大
の
影
響
を#
へ
.る
.に
反
し
、
.ぃ高
價
夕
.
 

量
の
商
品
を
少驚

！：：5̂

ふ
乾
に
ご
つpT

ゆ
だ
®
な
爆
.
 

響
は
な
き
.
.又
或
ま
地
が
S

上
：®
 

J:}.

働
®
な
な

s
.
f
i
^
る4

-

咨

お

：
S
®

宅

敷

服

をU
.

T
.は
务
大
の
燃
響 

は
を
，‘い
..が
'
-
^
=
^
5
3
'
^
.

敷
.：̂
-
^
'し

て

6
r

い

ふ

如
-C、

，.

同

‘

1.

の
‘土

地

で

も

荆

狎

方

，法

如

何

'に

.ぷ 

ウ
ヤ
收
盤
土
多
大
の
相
違
が

.あ
る
：
®

mあ
る

：：' 

い
'

.斯
の
如
く
、、
入
に
ょ
；つ
て
費
用
の
計
算
を
異
に-
^
"
,

 

又
同
b
数
用
：，̂
同
じ
出
地
じ
投
じま

<

 ;ii.

.つ
て
，没 

の
摩
げ
得
み
牧
®
を
異
化
す
る
の
結架

：：̂
-

兩
者
0 

，差

額

れ

る

純

收

猛

一
7

其
の
土
地
を
借
を
む
i
す
ぷ
眞 

の
目
的
た
る
純
收
盤
に
汰
ル
め
湘
纖
を‘來
す

か

ゆ

-
^
ャ 

成

る

士«
を

借
^
お

が

游

ル

：
，
：
纖

何

ま

^
^
^
^
地

代

を

支 

拂
ひ
特
る
や
i 

Vネ
韻
高
限
後
お
人
に
；̂
.力
て
筵
ふ
。
 

他
.人

が

或

る

，ぱ
挪
り

•ま
も
ま

い
-
^
|
す
る
か
.；̂

-02 

分
.
其
の
高
.
で̂
は
拂
ウ
.て
も
ょ
い
と
考
へ
る
も
の
で 

は
な
く
し
て
> 
或
る
地
質
i
或
る
位
置
ヒ
を
有
す
るざ 

ふ
自
然
的
狀
態
め
下
.に
あ
る
出
地
を
ぱ
其
0
常
時
め 

經
海
事
情
の
下
.じ
於
.

v:̂ 

0 

a
©
爲
めi2 ：

自
已
.の
考

.
'
に

從 

て
别
用
す
る
：の0
M

W

W

€

.

^

^

^

ふ
全
ぐ
自nl

の
經
濟 

の

立
脚
地
.か
ら
-
^
.
て
主
觀
§
は
觉
ま
る
の
で
り
何
等
客 

觀
的
1
^
1
:
定
-
 ̂

^
^

ね
ゆ
で
は
な
化
を
ガ
を‘，

1

言

た

.で 

云
へ
ぱ
借
地
人
自
身
に
，じ
つ
，て
の
限
界
的
生
廣
カ
文
は

代

做

-論

限
界
的
败..利
力
；；
^

考
：へ-限
界
.費

用

セ

超

過

す

を

限

游

收

. 

稷
の
於4
§

以
て
該，！ h

地
ぜ
對
す
る
評
價
ざ
し
場
合 

ま

て
は
此
の
程
度
ま
せ
は
地
代
をS
つ
て
も
ょ
いi
 

す
る
の
で
れ
る
。

ゾ
箱
は
生
産
の
a

的
わ
以
で
借
账
化
む
か
す
る
卷
の
評 

慎
に
就
て
一
で
が
る
が
"

消

®
,
の
目
的
を
以
て
す
る
倩
地 

人
め
評
偕
ま
鎌P

い
略
ケ
赚
樣
の
激
が
ぽ
は
れ
る
。.
唯 

此
の
湯
合
に
於
て
異
な
る
所
は
、
土
地
の
限
界
效
用
、
，
 

詳
言
す
れ
ぱ
其
の
^
^
地
を
借
り
ね
が
れ
め
に
自
已
の
欲 

望
滿
足
の
上
'に
幾
何
の
增
加
を
來
す
や
ざ

い
ふ
，孤
の
親 

度
が
該
土
地
に
る
評
價
じ
な
一
 

此

の

限

界

效

用 

を

ぱ
货
脾
お
以#

見

稼

つ

だ

觸

が

地

代

支

#

の
最
高
限 

度V
J

な
‘る
、

ご.い
.ふ
‘
®

A
t事
&
み
で
れ
て

 

'
此
&'氣 

惯
广
其
の
厳
高
限
度
が
人
に
，あ
‘ポ1

^

時

，
に

ょ

ゥ

^

相

逮 

す
る
ざ
：い

め

黯

1
2

率c
i
t

ぱ
異
な
る
所
は
な
い
。
即 

も
悄
費
のM

的
f
e
ぢ

種

，
お

れ

つ

ャ

、

"
博

！
ソ
の
土
地
で
も 

單
，な
を
住
宅
鐵
築
敷
地
：5
^
;
^
^
:
.
で
用
岛
を
めt

別
渡
建
鎭 

嚴
地
.マ

〕

し
用
ふ
る
の
ざ
で
は
效
用
か
進
ひ
同
じ
化

! 
ニ
セ

i

l

i

l

i

i

l

^

f

e

K
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m
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弟
十
海

S

®
1)

離
，
錄

地

.
代
：
辦
骑

に
就
で
も
社
ま
生
活
i

を
煮
を
隱
遁 

,1

狼
お
ホV0

者
を
ゆ
間
で
も
效
用
が
進
ふ
ぐ
を
れ
か
ら 

0

の
.效
用
れ
种
量
す
る
の
標
準
た
る
貨
麟
に
對
す. 'る
評 

價
も
入iii

な

又

時

て

蓮

ふ

か

ら

し

て一：？

同

'
!
?
^

 

描
度
の
效
用
も
货
將
額
n
見
精
つ4̂

場
命
じ
：は
相
遂
を 

生

す

も

：。
：

：

同

土

地

に

錄

し

て

地

代

ぱ

L t
0

s

 

き

お

限

度

も

人

ょ
b
,時
に

み

つ.•て®
填
あ
る
こ 

ざ
以
て
見
る
べ
き
で
る
。

i
以

上
吾
人
借
她
人
ゆ
評
價
に
就
て
越
‘々
®

ベ
.て
ま 

#

,

o然
ら
ぱ
地
法
の"

1

^

^

、̂に
.し
て
梵
ま
を
か：
0 

地
主
の
評
價
借
他
人
の
評

®

ダ
ー
略
々
同
樣
は
し
て
變 

4

る
，の
で.
^る
.。
，即
.ち
自
ら
土
地
を
生
産
上
レ

Y
利
用
し 

.
0
3
に
ホ
つ
て
は®
'ち
：

n

ゾ)

を
利
用
經
營-a

な
る
場
を

に

肖

し

得

、ベ
さ
限
界
的
差
益
I

限

界

費

用®
服
振 

.
f
t
s
i 

‘

の
差
額
ね
：
.る
、
純

牧

機

-

^

を

以

て

評

慣

ご

し

此
 

.の
額
以
}
の̂
地
化
で
は
貸
す

，：>:

ガ

を

斷

念

す

る

而

し 

.て
此
の
評
慣
む
人

LT

ょ

K

異
な
る
所
あ
.
^
は
勿
論
で 

ぶ
，ま
ふ
&
地
を
生
産
.
に̂
，利
用
资Vae

為
者
X
は

鶴
i

! 
二
八
，-

0

し
.得
ざ
^

に̂
P 

&ゃ
は
を
，の
：評
惯
は
斬
み
城
ぐ

P
 0

.
H

は
無
代
で
，货
袖
け
る
こ
す
を
も
肯
ん
♦
'
.
る
.
’ 

® 

し
土
地
は
生
廣
用
に
，も
消
費
用
じ
-も
.用
ひ
ら
'れ
る
，のP

.

 

あ
，る

ら

し

で

其

瞭

は

於

て

.評
價
の
零
な
る
が
加
.
^
場 

合
は
殆
ん
ど
な
ぐ
 

>
‘

生
産
に
用
ふ
る'湯
合
に
於
てk
,
#
- 

き
限
界
的
差
：織
ざ
消
#
用

供

す

る

墟

命
®

 

て
.感
す
る
败
界M

用
$
.
s
®
者
の
巾
そ
の.大
な
.る
.も

‘
 

の
を£5,

て
自
己
の
謝.價
ざ

レ

ァ
'
 
を
れ
以
下
に
.資
付
け
る 

迄
は
^

^
て
レ
な
？

5.̂

の
'ホ
あ
る
◊
‘

:
土
地
の
資
借
を
な
す
•戴
.ク
で
は
i
借
地
人
は
右
に 

述
べ
た
る
理
法
に
從
つ
て
定
ま
ホ
る
此
の
高
ま
で
は 

地
代
を
拂
ウ
て
も
ょ
い
ビ
い
ふ
最
高
败
度
の
評
惯
を
撮 

げ
て
之
に
臨
み
、
地
主
亦
同
樣R
し
て
此
の
高
ま
で
の 

地

代

な

‘ら

ぱ

を

れ

：お
取
つ
.
で

土

地

を

®
し

ャ

も

ょ

い

す 

，い-ふ
最
低
^
め
.ュ
滞
値
-
插

て

.之. ！i £：

臨

む

も

.，
®
.
モ

あ

'

A
¥
f
h
0
B
^
0
p
 ̂
f
i 
他

ら

自

已

Q

評

债

を♦
出

る

ニ-
は

な

<
,
，
，
前

者

ね

出

來 

限
b
低
ぐ
定
.め
や
ぅVJ

し
後
者
は
出
来
る
限
り
高
め 

や
ぅ
と
し
て
樓
飢
折
街
し
变
渡
驅
引
の
結
跟
乂
し
：
兩 

栽
の
評
偵
の
中
間
に
於
れ‘る
成
え：：1 ;

點
に
她
狀
額
が
契 

約
決
定
せ
，ら
れ
る
ゆ
で
あ
る.
*而
し
て
其
の
！？
れ
の
侧 

の
評
®
に
近
く
決
定
す
る
や
£
い
ふ
こ
.ミ
は
其
の時..

の 

事
情
に
-
つ̂
て
進
.ふ
。' 
凡
を
地
代
の
定
ま
b
方
を
標
準 

ど
；̂
て
分
け
る
.て
き
は.(1

.
)

她
代
の
高
が
慣
習
に
ょ 

ウ
て
究
ま
る
場
<ロ
，
，

( 
ニ)

.
借
地
人
侧
及
び
地
生
側
に
練 

爭
の
行
«
る
>
結
果
ど
し
て
定
る
場
合

〈

1
5:
何
れ 

か1

方
の
侧(

通
例
地
主
の
側)

に
鯽
お
めIS

は
る〜

 

結
果Vi

し
て
究
め
ら
み 

> 
場
合
，の
ニ1.

ウ
ど
す
る
こ
.
が 

出

*
る
。

L.

然
し
右
の
.，

(
1

..

)

.
‘
の

場

金

は

費

用

や

生

産

額
 

の
相
進
如
！

T

に
論
な
、ぐ

常

に

從

來

の

慣

督

に

從

.つ
で
地 

代
を
拂
ぶ
の
で
わ
る
か&
直
接
.‘
に
..は

經

濟

論

を

狹

む

の 

儉

地

は.な
い,

-唯
此

：の

最

初

に

究

め

.6れ
た
も
の
が
何 

を
標
準ii

じ
た
かW

い
へ
ぱ
成
は
そ
の
當
時
の
麓
#
‘に 

上
：ク
て
定
ま
づ
な
：か
文
ぱ
脚
古
ね
ょ
.：つ

て

定

ま

か
又

时

に

定

め

も

れ
.た
か
何
れ
.か
K
外
な
‘

い
ふ
の
點
に
於
て
間
接
關
係

*
^
る
の
み
。.
次
に
ニ1

>

 

0

場
<ロ
ゆ
如
く
借
地
人
侧
及
び
地
主
侧
の
双
方
に
腐
爭 

が
行
は
れ
る
ど
す
れ
ぱ
ッ
前
者
®

侧
に
於
け
る
競
®
^
は
' 

地
代
'を
引
上
ぐ
る
の

作

用

を

な

し

後

者

の

側

の

麓

爭

は 

地
代
を
引
下
ぐ
る
の
作
用
を
な
し
、
か
く
し
て
高
低
®
 

々
な
'る

評

價

を

有

す

る

多
數
の
借
地
人
及
び
地
主
の
間 

に
於
て
借
ら
む.ご
す
る
分
量
ご
貸
さ
むW

す
る
分
量
ご 

の
持
*

を
*

す
が
如
き
ニ
點
に
定
ま
る
-
換
言
す
れ
ば 

土
地
を
借
A

得

た

落

め

巾

で

最

も

低

ぐ

評

®
し
れ
も
の

、
評

偕

を

最

高

限

度

VJ -：>

出
地
を
貸
し
得
れ
着
の
中
で 

最
も
高
ぐ
評
债
し
，ね
者
の
評
價
を
最
低
吸
度
ご
し
て
其 

の
間
の1

點
に
‘：̂
め
ら
れ
る
。
而
し
て
其
が
高
低
何
れ 

の
限
度
に
近
ぐ
楚
まな
や

は

矢

張

：
^
*
引

に

ょ

つ

て

足 

文

る

の

，で

あ

る

。

.最
後
.

ニ1)

.，..
；货
す
べ
さ
土
地
が.1 

人
の
有
に
觸
し
^
^
1
を
借
ら
む
ホ
す
.る
索
多
數
に
存
狂
す 

る
..すき
は
f
地
主
側
に
は
：地
代
を
鯽
ゎ
下.ぐ
る
の
.作
用 

を
な
す
所
：⑧
聽
報
な
き
に
反
ム
て
借
地
人
側
に
は
地
代



I
i
'■1*1 ；iIII
I

I n

鶴

十

翁(
五
明s

)

雜錄地代御‘

.
駒

'P7?.，
•KV" .「'/

.̂
..cs

セ

ぐ

も

：
の
，作

用

が

:

る

か

ら

し

そ

？
：
地

举
 

の
雜
懷
ば
め
ん
ど
作
用
す
を
，

i

る
な
く

主

を

し

て

^
借

地 

人

評

®
にi

c
v

て
.媒
ま
る
^
0で
"
' 貸
す
べ
き
土
地
め 

分

量

が

借

ら

；：？ 

iす
る
分
量
に
比
しv̂

僅
少
な
み5|<̂

- 

ね
服
わ
評
®
れ
有
ク
怒
借
地
人
は
借
，地
人
側
の
麓
爭 

;
^
;
5
£
,

驅
遂
|
ら̂
ホ
高
き
評
惯
を
有
つ
-れ
借
地
人
の
評 

慎if

近
.
地̂
代
が
支
拂
は
を
ベ
-
^
契
約
せ
ら
れ
る
の
で 

‘る
。
以J ：：}

(
一,

ま
一
：

)f

三)

の
何
れ
の
場
合
に
於
て 

も
、
借
地
人
が
自
己
：の
支
拂
ひ
得.ベ)

き：最高
吸
度
下

I,

じ
契
約
し
得
ね
る
場
合
に
於
て
は
ぐ
：此
の
厳
高
限
度
ぶ
_ 

契
約
さ
れ
た
る
地
代
額V

J

の
差
颜
：

は
借
她
人
の
收 

得
ま
る
所
ビ
な
セ
先
に
費
用
のt

部
？
し
て
豫
定
控
除 

し
化
る
：相

當

の

利

潤

ど

併

せ

.て
借
地
人
を
し
て
ま
當
以 

上
の
企
業
利
潤
を
取
得
せ
め
"

之
に
反
-
^
て
借
地
人
ボ》 

自
已
の
支
鄉
ひ.得
る
嚴
高
服
戾
の
.地
代
を
漠
狗
ザ
ぶ
の 

a

なさに至る

.
ざ
き
k

借
地
人
は
豫
定
控
除
し
：
 

:
?
る̂
，
相

當

な
‘
る
，
利

潤

に
.
滿

足

す

石

の

外

は

^
:
?
^
^
.
の

で

ぁ

t
v 

«
.
.
.
.
.
^
^
.
M 

...̂ ̂

- 

.... 

-... :-
M

§

^ 

.

1 

H
o

-
,
•
- 
‘ 

：

， 

:

お
る
多
數
借
地
-
^
®
中
で
最
低
の
評
價
を
有
つ
ね
者
以 

外

の

者

は

常

前

溝

の

部

類R

g
す
る
、.此
の2̂

の 

評
'價
を
有
つ
ね
者
は
：時
に
：前

煮

の

部

額

に

厲

し

時

後 

紫
の
部
類
す
を
、
。

"
而
し
て
.獨
占
的
の
地
主
に
向
つ 

9

單
獨
に
借
地
ゆ
交
涉
を
な
-
^
而
も
驅
引
頗
る
拙
劣
な 

る
が
.
.如き

者
は
殆
ん
と
常
後
者
の
部
類
に
®
す
る

ぁ 

の
と
云
ジ
て
差
支
な
；
^

◊
:何
れ
に
し
て
も
地
代
契
約
の
. 

際
に
於
け
る®

引
交
涉
の
巧
拙
乃
至
：は
經
濟
的
地
位
の 

强
翦
に
ょ0,%̂

:,

借
地
人
の
，企
業
別
潤
に
大
小
の
相
速
を 

來
す
©

わ
る
。

註
S
. Ricarda :IIbid. ?. 5

ひ.' 

.

龍四 

A...Smith : —Ibid, P. I2S‘.
.袖五
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o
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:

;
'nth，

E<L:P. 146- 

‘.

： 
’ 

.

.

. 

V
.
.
.

ニ1
!

-

右

に

她

.ベ

來

た

す

が

如

ス

、
同

.1

の
土
地
の 

地
代
は
時
★

異；̂
,

ず
れ
.ル
其
の
量
を
異
に
す

.る
ぐ
勿

‘

i

のこ化同

一

の
時

.
に
於
て
も
借
地
A

を
異
に
，
 

地
生
を
與
に
す
る
に
從.0.

て
招
邀
も
る
べ
さ
で
も，

0

l
u
l
i
i
l

て
何
れ
の
土
地
て
*
も

之

に

支

拂

は

る

、
地
代
.
の

分

最 

0

^

h

y

iも
#
®

的
に1

定
し
お
も
の
で
は 

;な
ぐ
其
の
時
々
の
事
情
，に

從V i

弗
ま
る
.も
の

で

6 

る
。
唯
-
凡
て
の
借
地
人
’ヒ
凡
て
の
地
主
ビ
が
悉
く
同 

1

の
評
僧
を
持
ゥ
ヒ
云
ふ
場
八
ロ
に
於
て
の
み
同

1

の
虫 

地

の

地

代

は

溶

觀

：的

：
に

‘1

定
し
ぢ
る
も
の
マJ

な
る
の
‘で 

み
る
が
、
是
は
頗
，る
稀
有
の
事
柯
で
れ
る
。
然
る
、に
リ 

力
I

*

ト

!

 

»
*
の
通
説
に
於
は
此
の
稀
有
の
場
合
を 

以
て
常Q

®

合
な
b
i力
し
何
れ
の
土
.地
の
地
代
も.1 

5̂
^

の
時
に
於
て
は
客
觀
的
に

1

.兒
し
て
居
る
ご
論
じ
て 

居
る
。
即
ち
ジ
.力
1
K
Iは
農
業
用
地
の
地
代
に
開
し 

て
> 
前
に
引
用
し
れ
如
く
"
或
る
土
地
の
地
代
は
其
の 

土
地
-
其̂

：の

當

時.耕
作
に
附
せ
ら
れ
居
る
も
の
、
中
最 

A
劣
等
な
る
.土
地 'ホ
め
間
に
於
け
る
同r

盤
用
に
ょ
る 

生
産
額
の
差
に
ボ
か
ズ
變.ま

る

ひ

*
ク
オ
シ
i

 

1

ネ
ン
亦
；h何
等
の
地
代
を
も
生
せ
ざ
る
が
如
き
或
る.
 

出
地
.
'
©
耕
作
に
附
せ
S
作
®
を
を
常
.る
す
る
實
際
狀
態 

の
下
に
於
て
‘は
、
或
る
±
地
が
生
.産
力
及
，び
位
驚
の
購

.

幣
十
船
，
，

(

五
四
五)

雜錄地代機

、1

，じ
於
て
兼
か
劣
等
な
る
而
，，か

现

跳

作

：
ら
れ
屈
る 

が
如
き
或
る
他
め
土
地
以
上
に
：依
す
：ヶ
觸
越
め
殺
现 

.(werthvorzug)

が(

前
者
0)

，
地
代
の
標
準W

な
レ
得 

ベ
し」

ビ
云
.つ
て居

.̂
:?

;

〈

註
2
。

而

じ

て

通

説

は

之

.
^
、 

承
認
し
、
或
る
が
生
産
力
及
び
位
置
の
上
か
ら
見 

て
旣
耕
地
中
最
も
劣
等
な-
 ̂

e
す
れ
ぱ
そ
れ
ょり
も 

M
劣
等
な
る
土
地
は
耕
作
さ
れ
て
居f
eな
い
害
で
P 

0
.

 

て
、
そ
は
：

「

耕
作
；の
：限
を
黯
；

(Margin 

o
f 

cultivation) 

に
立
て
る
も
め
で
わ
：る
、
ご
い
ふ
の
意
味
に
於
て
斯
_る

土
地
を
ぱ「

耕
作
眼
界
地
U又
は「

限
界
#
地」 

land}̂
£ir

び
、
，
以
て
、
地
代
は
眼
界
#
地
を
を
れ
以 

上
の
優
等
耕
地
と
の
間
に
於
け
る
同

1

費
用
.に
か
る
生 

蓮
額
の
.，差
，

(

又
は
吸
界
耕
地
ど
®
等
耕
地
.ご
の
間
に
於 

て
同1:

へ
分
量
の
生
邀
に
要
す
る
費
用
の
差

5

ぺ
に
ょ
な
て 

定
ま
る 

> 從
：タ
て
或
る
土
地
の
地
代
ぱ
其
の
土
地
と
限 

界

耕

地

，
，ざ
0
間
に
於
け
る
生
§

の
差〈

又
は
費
用
の 

憲)

ハー

Z2.

ま

一

レ

定

說

明

し

て

居
.る
"
 

ラ
思
ー
各
^
!
2
他
の
通
說
た
る
，1
士
维
の
生
f

は
i

的

i

s

H

み

'
^
-
^
、
'
?
一

f e

f-：f

f-|

:ビ

i|
i
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ポ
十
能
へ
五
则
六

)
.

1

錄地
代

.

槪

1

、

に
，1

定
せ
る
も
の
な
か
ふ
の
考
か
.ら

レ

％:::(

，
；
，

〉

一
耕
作 

限5̂

點
に
立
ホ
る
所
謂
限
界
耕
地
な
、るも
の
を
想
定
‘

. 

し

'
.三)

：現
に
耕
作
さ
れ
居
る
中
の
最
も
劣
等
な
る
.土 

地
力
⑩
ち
此
の
阪
界
耕
地
.な
り
i
な

し(

三
.

)

此
の
'最 

劣
等
地
に
は
地
，代
は
拂
は
れ
な
い
ビ
云
ふ
三
個
の
命
題 

を
是
認
し
是
を
基
準
ビ
し
て
他
の
優
等
地
の
地
を
足 

め

や

す
る
の
で
ぁ
つ
て
ゾ
從
つ
て
，

(
因)

‘何
れ
の 

出
地
で
も1

定
の
時
に
於
て
は
地
代
の
分
量
は
客
觀
的 

じ
ニ
>し̂
た
る
も
0
と
見
て
居
る
の
で
わ
る"
然

し

な

™
 

力

ら

此

等

の

諸

論

點

は

，悉

 

< 菩
人
の
是
認
す
.る
こ
ビ
能
一"
 

^
ざ
る
も
の
で
ぁ
る
。
先
づ
第」

に
吾
人
は
限
界
耕
地 

な
る
も
の
、
存
在
を
認
め
る
こ 

>
と
は
出
来
な
い
。
限
界 

耕
地
は
耕
作
限
界
點
に
立
て
る
土
地
ビ
い
ふ

h
T

詳 

し
ぐ
云
へ
ぱ
其
の
耕
作
は
僅
か
に
收
支
相
償
ム
の
み
な
.

\ 

る
が
加
き
點
に
わ
る
の
土
地
ビ
い
ふ-

P

つ
て
、‘

： 

通
説
に
於
て
旣
耕
最
劣
等
地
を
以
て
服

St

耕
地
な
-
 

な
す
意
味
も
#
®鼓
に
存
す
る
の
で
，̂
る
。
所
が
或
る
.
 

姚
她
、が
'
:股
ま
湘
孤
3
て
過
不
足
な
し
i 
ふ
此
の
'

1 n

ニ 1

耕
作
限
界
黯
に
立
，.す
々
や
杏
や
は
，其
の
：土
地
の
利
用
方
^
 

法
及
び
利
用
者
の
技
能
如
何
に
上
つ
て
楚
ま
る
の
ャ
ゎ 

つ
て
：、
或
る

I

人
に
i
つ

て

は

、,

點
に
あ
り
i
考
へ 

ら

る
、

i
も
他
の：};;

人

R
K
-
つ

て

は限
界
黏
以
上
に

位

， 

す
る
®
等
地
マ
し
考
へ
ら
る.、
こ
ご
あ
るW

同
時
に
X
購 

界
點
以
下
に
位
す
る
：

1

®
劣
等
地
ご
.者
へ
ら
る
、
こ
ビ 

も
あ
レ
從
ウ
て
農
業
上
の
み
に
於

て
す
ら
猶

ほ

且

つ‘
 

耕
作
眼
界
地
な
る
も
の
を
客
觀
的
に

一-S

し
れ
る
も
の 

ご
考
へ
：る
こ
と
は3|

來
な
い
> '況
ん
や
利

用
方
法
を
鳥
 

業
上
の
み
に
限
ら
す
廣V

1:

般

的

に

考

へ

'
る

ざ

き

は

何 

れ
の
土
此
力
..
禾
用
の
限
界
點
に
あ
る
や
を
知
る
こ

,
t
d

が 

出
來
な
い
の
で
あ
る
？
.旣
限
界
耕
地
に
し
て
不
定
な 

ね
i
す
れ
ぱ
或
る
土
地
が
规
何
の
稍
度
に
於
て
®
界
耕 

地
，，

ょ
-
優̂

つ

ズ

居

，％

か
i
い
ふ
こ
ご
を
知
る
能
は
す
、 

從
つ
て
其

の
土
地
に
支
柳
は
る
ん
地
代
の
分
量
も
傅
外
出 

す
る
こ
ご
は
不
可
能
な
る
，事
ビ
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
'る
。

か

く

云

へ

ぱ

ざ

す

吾

人

は

.
^
論

利

用

の

限

界

ハ
之
を
襄
の
湯
合
に
就
て
云
へ
ぱ
耕
作
の̂
^
:

髮

.：
暴

f

襄

襄

賞
f

i

l

翁

i

,

i

な
る
ら
の
、蒋
在
否

i
i

す
る
：
の
で
は
な
い
、
又
之
れ 

が

地

代

の

分

带

を

決

定

す

る

上

に

於

て

重

要

な

，る
.役
目 

み」

演
や
る
ビ
い
ふ
i

を
す
る
の
.でも
な
い
、
の
み

，
' 

な
ら
す
吾
人
は
前
者
の
存
狂
を
主
張
し
後
者
の
重
要
を 

最
認
す
る
も
の
な
る
と
は
前
揭
の
瓶
見
の
ホ
に
も
見
ら 

る
、
が
如
く
で
あ
る
。
け
れ
と
も
此
の
限
界
點
な
る
も 

の
は
外
界
は
存
せ
す
し
て
人
々
の
經
濟
的
打
算
の
中
' 

じ

存
す
る
も
の
な
る
が

故
；：：

何

れ
め
土

地

が

限

界

地 

な
る
やi

い

ふ

と

を

客

觀

的

に

1

定
す
る
と
は
不
可
能
'

だV 」11̂
.

ふ
の
み
で
あ
る
。：
從
.つ
て
吾
人
は
魄
耕
地
中
の 

最
も
劣
等
な
る
耕
地
が
即
ち‘限
界
耕
地
に
，外
な
ら‘ぬ
f
 

い
'ふ
通
說
に
於
け
る
前
揚
第

ii

の
論
點
た
も
考
を
徘
乐 

す
る
も
の
で
あ
る
。‘唯
、
凡
て
の
借
地
人
及
び
凡
て
の 

地
生
の
評
偕
が
悉
く1

に
歸
し
れ
ビ
云
ふ
稀
有
の
極
端 

な
場
合
を
想
像
す
，れ
ぱ"，
そ
，は
恰
も
或
るj

人
が
單
獨 

じ

自

已

の

：經

濟

の

上

，か

ら

村

算

す

な

湯

<im

全
然
同I: 

^
 

な
、
シ

が

故

î
、：v

他
の
.場
合
に
於
て
は
限
界
耕
地
は

1 ;

定 

し
.てIE5.

る
ご
-.
は
.，い
.ふ
...，

』vi 

‘が
、出

來

る.け
.れ
-、？
も♦而
も

'
筋

十

催
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四
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雑

錄

地
' 

代

槪

論

盾
.ほ
旣
.に
；刺
弗
ぶ
れ
嚴
潘
ホ
め
厳
劣
禁
他
必
ま-
^
:
も
購 

界
地
ね
り
は
劇
す
る
..こ‘ど
が
出
來
な
い
の
で
あ
タ
，
：
 

蓋

レ(

農
業
上
の
例
を
ビ
つ
.：て
云
.へ，ぱ) 

'新
開

.國

に

於 

け
る
が
如
ぐ
未
耕
地
の
多
大
に
殘
存
せ
る
場
合
に
於
て
'、
 

ほ
旣
じ
最
劣
等
地
.ゆ
即
ち
耕
作
限
界
點
K
立
て
る
も
の
，
 

と
云
ふ
こ
i
が
出
來
る
が
？
之
に
反
し
て
大
海
中
の

1 

孤
鳥
又
は
面
積
狹
.少
な
る
奮
開
國
に
於
て
旭.り
得
パ

き
.
 

が
如
く
，土
地
が
悉
く
耕
作
し
盡
さ
れ
て
又.

1

片
の
末
耕 

地
を
も
條
さ
'く
る
場
合
に
於
て.は
®
劣
等
地
と
雖
も
生

産
物
過
少•

物
價
昂
騰
の
結
果
と
し
て
其
の
.耕
作
が
收 

支
償
ぅ
て
太
に
條
ホ
め
レ
從
つ
て
限
界
黯
以
上
に
位
サ 

る
‘こ
ど
が
あ
る
か
：も
ホ
わ
る
"
•
港
レ
も
後
者
の
場
合
に 

於
け
る
が
如
く
凡
で
の
土
地
が
悉
く
耕
作
限
界
點
以
上.
 

じ
.位
せ
.る
も
の
ざ
す
れ
ぱ
®
命
最
劣
等
地
ね
K
yブレ
も
么 

に
#
し
て
地
代
が
支
拂
は
れ
る
こ
と
に
な
る
。
土
地
が 

耕
作
限
界
點
に
立
て
る
開
は
假
令
如
'何
な
る
も
の
で
あ 

つ
て
も
地
代
は
拂
は
れ
な
い
が

1

ご
度
此
の
限
界
戰 

.以
上
に
位
す
る
こ
と
\
な
れ
ぱ
假
命
最
劣
等
地
で
も-
>
^
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.地
代
做
諭

は
地
代
-
^
.
拂
ぱ
び
各
。.，故

説

ぱ

.於
け
る
：前
.

揭
第11!:&# 點
お
を
#
务
等
地
め
®
 

を
限
界

耕
地
じ
は
常
に
地
代
な
し
どd
#を
f

ず

る

-
^
：
の

で

^
^
6文
限
|

秘

1
2於
け
.
^
0
.
收

稚

ぱ

費

用̂
^
1;い

t
l
K

ふ

办

で

ぁ

か

か
-
^

3.

で
.、
今

、

通

說

.じ

於

で

或

優
等
耕
地
め
地
代
は
‘®
.

1'-®

用
に
ょ
‘を
該
鶴
等
#
地V 」

限
界
耕
地
：じ.の
：
問

，に
於
：
け

る

生

廣

觸

の

差

に

.等
し
i
論

f

0

u

0

s

¥

M

^
地
代
は
北
ハ
の
耕
地
に
於
け
る

生
邀
湖
i
数
用
i
の
差
に
‘等
し

-
^
云

ふ

こ

と

に

外

な

ら

な

い
◊
.故

に

若

し

此

：の

差

鶴

が

通

說

の

敎

ふ

-る
が

f

常

：̂

部

地

代

ふ

し

て

，
地

主

に

.支
挪
は
.る
：

〜

A
V 
0

I

T

る
i
き
，は
、.
耕
作
卷
が
ニ
生
產
期
間
の
終
ポ
に
：於
て
牧

支
針
算
を
し
て
見
れ
ば
、
他
人
の
勞
働
及
び
資
本
に*

す
る
勞
叙
，
•

利
子
並
に
地
，主
；.へ
の
地
代
を
挪
つ
ャ
自
己

の
手
中
に
殘
る
所
は
自
己
め
勢
働
及
び.資
本12.

對
：す
る

報
：

S

其
他
の
直
接
費
用
i
豫
定
せ
る
相
當
の
利
潤
と
の

.み
？

借

地

せ

る

耕

作

者

は

猪

に

此

の

，
相

當

な

る

利

潤

'
を 

得

る

の

み

，
に

.て
-を
.れ

以..；q

又
は
，
れ
以
，下
の
利
潤
.を
辟

-i 

n
@

i

E
iレ

樊
約
す
、ベ
，じ
を
は
如
何
に
し
て
も
荐
へ
る
こ
ふ
は®
,
 

ま
な
い
、
、從
づ
地
代
を
支
挪
つi

じ
殘
る
借
地
人
一 

の
利
旧
は
常
に
を
の
分
量^
*
^
^
し
く
：̂
る
ぜ
ぱ)K

は
れ
へ 

な
い
の
で
わ
る
‘。
.然
る
に
蔬
説
P
ょ
れ
ぱ
此
の
利
潤
は. 

.チ
足
若
し
ぐ
は1

定
額
を
出
づ
务
Vど
は
な
い
i
論 

絡
し
な
け
れ
'ぱ
な
ら
な
い
の
み
.な
ら
す
,
.
.

ッ
力
r
ド
ー 

の
報
きS

明
か
に
之
ど
斷
言P.

て
居
ぶ
.
こ

と

前

に

も

述 

ベ
，な
か
が
如
C
で

る

0 

.. 
れ
吾
人
が
通
說
に
服
ま
る

撒
は
ざ
を
第

H
E

の
點
あ
わ
も

• 

.' 

• 

■ 

. 

;

-
、

-
.

, 

:

-
.

:

' 

■ 

■ 
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.
-
: 

- 
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"

n地
代
ゆ
分
量
.
以̂
て
限
界
耕
地
、を
優
等
耕
地
.ど
の
間 

12

於i

な
生
衝
額
の
塞
又
f
t
®麻の
差
に
ょ
b
て
客
觀 

他

る

か

な

^
通
難
£
於̂
て
'は
右
論
述
じ
じ

e 

如
き
嫩
黯
が
かる

A
技S

於
で
が

菩
人
は
臂
ま
的
な 

る

膨
界I

其

ば

®
等%

に
換
ふ
る
に
服
界
利
用
及
び 

を
以
や
レ
ァ
#
を
農
業
ゆ
勘
合
じ
就
%
|
^
^
ぺ
、
 

ぱ

眼

界

及

.ル
優
翁
ザ%

に
換
ム
る
に
限
界
耕
作
及 

ぴ
膨
等kl

:

を
以
て
レ
ノ
或「

る
ゼ
地
め
地
代
は
借
地
人

银
十
版
雜
錄
地
代
槪
論

'

も
4

J
を

は

決

し

て

な

い

，じ
！； }

:̂

は
な
は
れ
ぱ
が
も.ぬ
。.>

J.

れ
ッ
'力
I
.ド1:2

力「

.利
潤
の
.！
-に
1
5が
に
得
'
^
.
か
.，な 

す
し
.‘
S
K
.
V

る
言
.
‘

(

註
セ> 

る
所
双
で
あ
る
が
、
こ.

ぱ
氣
じ
て
是
認
じ
.

得
：？ 

&
‘
こ
ビ
な
も
や
否
や
。
思
ふ
：に 

™
成
ネ
土
地
か
ら1

定
め
生
淹
額
を
擧
げ
得
た
，り
ビ
す
る.

.も
之
に
要
じ
た
る
費
用
ビ
ず
：ふ
所
の
も0
は
1

の
如 

ぐ
人
に
よ
つ
で
相
進
あ
る
が
故'に
其
め
差
額
も
.
人 

よ
つ
て
異
な
らVi

る
を
得
な
い
、
歡
ウ
ザ
を
自
の
認
め 

\ 

'
ザ
以
t
生
産
額
-
^
:
;
®

厢
び
§
差
な
り
i
な
す
所
の
わ
の 

一

V
全
.普
を
地
代VJ

し
て
地
.ま
に
支
棚
ふ
.も
.-
の
-
K
W
す
る
も 

其
の
地
代
の
分
量
は
人
によ
.
，つ
て
異
な
ら
ざ
る
を
得
な 

‘い
の
で
、
決
-
て̂

客

觀

的

に

ぐ

定

し

ね

る

も

の

'
!
^
は

愿 

一

る
.こ
ご

が

出

來

な
.い
。

又

假

り；：̂ 

I

步

を

讓

つ

て

生

產 

广

額

を

費

用

？

の

差

額

が

萬

人

f
c向
う

ポ

悉

く

同

1

S

 

で

あ

：も.を
す

；る
：を

，

"借
地
契
約
の
場
.
^
^於け
る
事
情
.

.
 

如
何
に
從
.つ
て
借
地
人
の
地
主
：に
對
ず
る
地
位
が
强
騎

於

か

加

ふ

る

引

に

巧

拙0̂

如
遂
f
る
に
於
て 

は
1
蒋

人

悉

此
の
，塞
餅
の
.全
部
を
地
生
k
交
附
す
ベ

s

i

i

i

l

i

i

l

l

i

i

i

l

i

^

l

l

l

l

i

l

i

にV

し
ク

て
の
，限

滅

耕

：恨

.

.
*
^
鎭
等
耕
作
ダ
し
の
間
.に
於
け
る 

生
ま
糊
の
差
を
§
限
度
-
^
-
^
ホ
を
れ
以
下
じ
處
ま
：る 

ど
正
し
た
ぅ
を
す

..
る
，も

の

で

わ
.る

肃

項

 ̂i

す)

'
 

M

ベ
た
る
吾
人
の
所
論
を
ぱ
之
等
の
南
術
語
を
用
ひ 

て
云
ひ
換
ふ
れ
ば
次
の
如
く
は
な
る
。

凡
そ
入
は
&
已
に
ク
て
最
も
有
利
な
る
も
の

i
能 

め
て
從
事
す
る
生
産
事
,
に
於
て
も
け
何
等
の
考
慮
を 

も

廻
ら
す
こ
’じ
な
く
し
て
無
限
に
生
産
を
擴
服
す
る
も 

の
で
は
な
ぐ 

從
来
投
入
じ
居
れ
る
費
用
に
加
ふ
る
に 

更
に
若
干
の
毅
用
を
以
て
す
'る
こ
ビ
に
ょ
り
て
鶴
何
の 

.生
産
額
增
加
を
来
し
得
べ
き
か

W

云
ふ
こ
ご
、
換
言
す 

れ
ぱ
新
に
投
入
せ
ん
.

S:

す
る
費
舟
額
即
も
限
界
費
用ミ 

之
に
ょ
ね
て
得
ら
を
ベ
：き
生
産
墙
加
額

S

ち
限5̂

收
视 

 ̂

.
の
：比
較
を
行
ひ
"
.後
*
が
前
者
の
上
に
出
で
其
の
旧 

に
纖
何
か
の
差
額
が
利
潤i
し
て
得
5
も

V
こ
i
を
知 

る
に
及
ん
あ
始
め
ポ
投
資
を
繼
纖
し
事
業
を
擴
張
す
る 

の
サ
れ
つ
て 

>
"
爾
者
が
平IT

レ
て
何
等
の
利
潤
も
得
ら 

れ
な
い
i
い

ふ

，
，
5
Jが
分
れ
ぱ
そ
れ
以
上
の
投
資
は
之

- 

,
.
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雜錄地代槪
，
論

をf
K

控
え
る
。(
前
榻
拙
稿
.

T

限
t

稽
均
等
の
法
則J:

.
 

論
參
照)

。-H
地
め
耕
作P

わ
其
の
通
ね
で
，パ或
る
廣
用 

を
增
加
ホ
る
^
お
め
に
生
す
か
生
産
增
加
額
は
以
て
'此 

の
增
加
費
用
を
僅
か
に
情
ふ
の
み
で
毫
も
剩
す
所
な
じ 

ビ
す
れ
ぱ
耕
作
はv̂

れ
で
止
め
じ
な
つ
て

を
，
：
^
以
上 

は
行
は
れ
な
い
。
' 即
ー
ぢ
服
界
牧
稚yj
限3̂

費
用
の
均 

す
シ
點
が
耕
作
の
限
界
ご.
る̂
め
で
あ
つ
て
‘
か
、 

點
わ
耕
化
限
界
黯
.ご
云
ふ
。Margin' of cultivatiop. 

な
る
も
.の
は
實
は
之
を
云
ふ
の
.で
わ
る
。
此
の
限
界
は

橫
の
關
係
に
於
て
，耕
作
を
優
等
地
か
ら
劣
等
地
に
’擴
張 

す
る
®
合
に
於
て
も
、又
縦
の
關
係
じ
於
て
同1
地
の 

耕
作
を
继
約
に
す
る
揚<ロ
に
於
て
も
共
に
均
わ
く
行
は 

る
、
の
で
れ
つ
て
、

.

前
激
の
場
合
に
ぱ
之
を
耕
作
擴
張 

の
限
得(

K
x
t
e
n
s
i
v
e

.
 m

a
r
g
i
n
r
o
f

 

c
u
l

 t
i
v
a
t
i
o
n) 

A
 

云
ひ 

後
者
の
場<=

に
は
之
を
耕
作
集
約
の
限
界

(
I
n
t
e
n
s
i
v
e
,

 

m
a
f
g
i
n
,

 of.:‘c
u
i
t
i
v
a
t
I
§

)

i

い
，ふ
。
而
し
て

擴

張

。
集

約 

何
，れ

の

湯

八：：

に

於

で

も‘斯
.る

限

界

黯

に

於
け
‘る

耕

作

を

叫
殺

眼
麻
耕
作
ご
各
：

之
に
..對
し
t

吾
人
は
#

作
^

3
%；

は

じ

な

，

い
-:

r
'
:
+
即

ち

f
f
i界

耕

作

に

，
从

地

代
t

tま

拂

は

る

 

條

地

は

な

い"

然̂

る

：
じ

新

し

収

支

债

タ

，
て

倚
-::N

あ

る

が
如
き
優
等
餅
作
を
な
し
得
る
も
の
マ
し
す
れ
ば
、
此
の 

僚
弟
の
け
の
' I

部

を

地

主

，に

数

，ふ

る

も

猶

ほ

旦

，.つ
其
の 

幾

れ

る

部

を

収

得

じ

其

：の
：

.賴
度

だ

け

相

當
.の
：
利

潤 

に

根

加

を

來

す

，こ

ミ

'に

な

な

か

ら

地

代

を

挪

つ

て

も

借 

，&
ぅ
i
す
る
、
而
し
て
其
め
支
挪
ふ
^
き
地
代
の
最
高 

限

度

は

此

：
の

條

剩

即

ち

費

用

i
優
等
耕
作
の
收
耀
高
；̂ 

の
差
に
外
な
ら
な
い
，、
然
る
に
費
用
は
服
界
耕
作
の
收 

灘
分
量
に
等
し
い
め
だ
か
ら
、
、地
代
は
優
等#
作
i
亦 

附
界
ポ
作
ビ
の
收
艦
.の
差
を
最
高
限
度
ご
し
て
そ
れ
以 

下
に
足
ま
るil

K

ふ
こ
i
が
出
*
る̂
の
で
あ
る
。，，例
へ 

ぱ
、
用
乙
丙
の！1!

地
あ
り
、：

或
人
そ
れ
^

五
圓
の
费 

用
を
投
じ
て
甲
地
よ
も
は
七
圓
、
乙
地
よ
力
は
六
®
>
. 

两
地
よ
み
は
五
圓
の
收
稚
を
舉
げ
得
：るざ
せ
ぱ
丙
地
の 

躺
作
は
限
界
耕
作
で
乙
雨
地
の
耕
作
は
共
じ
俊
等
耕 

作

‘で
れ
る
ク
故
に
此
の
人
；a
w地
‘じ

は

地

代

を

ま

挑

は 

食

、
、
こ

地

に

は

其

め

傻

等

耕

作

の

收

獵

^
丙

地

の

眼

界

m

s

 

S五
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0 

、錄

地

代

椒

眺

點
‘じ
達

せ

’ざ

る

以

前

の

耕

作

即
ち
限
界
的
收
ま
の
償0 

サ
餘
ぢ
み
る
が
如
ぎ
耕
作
は
之
を
優
等
耕
作i
f
:ぶ、 

を
の
意
.は
.限
-.

3̂

耕
作
上
K
Vも
俊
ウ
て
居
ぁ
耕
作W .

い
ふ 

，J

ビii

外
な
ら
な
い
0
:而
し
て
是
等
の
限
界
耕
作,rレ
云 

ひ
優
等
耕
作
，ヒ
云
ふ
、'共
に
腐
人
に
向
っ
て
落
觀
的
に.
 

定
を
っ
た
も
の
で
は
な
く
し
てi
人
を
々
土
地
の
利
用 

の
方
針
を
異
に
し
經
營
の
技
術

H

俊
劣
の
差
あ
る
が
爲 

め
に
各
自
の
經
濟
の
上
か
ら
見
て
主
觀
的
に
究
ま
る
も 

の
，で
あ
.る 

>、し云
.ふ
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ.ぱ
な
ら
な

い
。C

詳
細
は
前
に(

第1,!

項)

に
述
ベ
た1

 

'.•そ
こ
で
倡
地
人
か
.或
る
土
地
を
借
ら
ん
i

す
る
に
當 

K

若
し
も
之
を
耕
作
す
&

も
收
支
相
愤
ふ
の
.み
で
奄 

も
利
す
所
な
き
限
界
耕
作
を
な
し
得
る
に
過
ぎ
す
ざ
す 

れ
ぱ
> 
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